
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ６月には地場産物の積極的な活用を目的とした『ふるさと給食週間』があり
ます。袋井市では３センターの献⽴が統一されたことにより、袋井産の旬の
食材を取り⼊れた献⽴を市内全体で実施します。また、小中学校では、ロイロ
ノートを活用した食育も始めています。子供たちに地場産物について知って
もらえるよう、ICT を活用し興味や関心を高めていきたいと考えています。 

ち        さん         らく        しょく     

毎月 19 日は「食育の日・共食の日」23 日は「どまんなか給食の日」 
令和４年６月 19 日 

発 行：袋井学校給食センター 49-0105 

                                    浅羽学校給食センター 23-3049 

                                    中部学校給食センター 44-3231 

 
 袋井市の学校給食では、『地産地消』を進めています。子供たちにとって、自分たちが住むまち
の食べ物を知り、食べることは、ふるさとへの興味・関心を高め、愛着心を育てます。「袋井って
こんな野菜もつくっているんだ︕」「袋井の食べ物っておいしいな」と感じてもらえるよう、新鮮
な袋井産の食材をふんだんに使ったおいしい給食づくりを目指しています。 
 

ふるさと給食週間に向けた取り組み 

「玉ねぎ」 

６月後半頃から、浅羽地区で栽培された玉ねぎの収穫が始まりま
す。収穫したての新玉ねぎは、カレーや汁物などに使用し、みずみず
しさや甘みを楽しむことができます。 

たくさんとれた玉ねぎを倉庫で貯蔵し、１０月頃まで給食で使用し
ています。  

ロイロノートを使って、日々の給食について写真や動画、資料等を配信しています。資料箱→袋井市共有
→給食のフォルダにセンターごと入っています。お子さんのタブレットを活用し、ぜひ一緒にご覧ください。 

 

山梨県北杜市は、袋井市の友好都市
です。北杜市の献立も登場します。稲
作が盛んで、紫黒米（しこくまい）と
呼ばれる黒いお米を作っています。白
米と一緒に炊くと、お赤飯のようなき
れいな色に染まります。また、大根や
りんごの生産量も多いです。 

 

袋井市の農家さんが愛情込めて
育ててくれています。種から育て
る様子はとても興味深いもので
す。 

今月も袋井産の旬の食べ物が登
場します。献立表を見ながらお子
さんと話題にしてみてください。 
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正しく噛めてる❓ 
 

 
子供が特定の食べ物を食べない理由は、その子によって様々です。子供の好き嫌いに向き合うことは、

とても根気がいりますが、「なぜ食べないのか？」「心配なことは何なのか？」といろいろな視点で観察

してみると、解決策が見つかるかもしれません。 

給食時間に学校や園を訪問していると、食べ物が口の中にいつまでも残って、なかなか飲み込
めずにいる子供がいます。噛んで飲み込む動作は、⻭、唇、⾆、頬、あご、のど等それぞれをき
ちんと働かせることが必要になります。発達段階に応じて、正しい咀嚼（そしゃく）・嚥下（えん
げ）の機能を⾝につけましょう。唇をきちんと閉じて奥⻭で噛むことで口周りの筋⾁が鍛えられ
ます。よく動かすことで噛む⼒を強くすることができます。 

食べない理由はなんだろう・・・？ 
偏食コラム 
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